
分科会（３）

第３学年 単元「２けたをかけるかけ算の筆算」
算数的な表現力を育てる支援・援助活動の工夫

１ 単元について

（１）本単元で育てたい数学的な考え方

本単元で育てたい数学的な考え方は，問題解決の過程にかかわる「数学的な考え方 （類推」

・演繹）といえる。子どもたちは１０月に「１けたをかけるかけ算の筆算」で（２位数・３位

） ， 。 ，数×１位数 について学習して 乗数が１けたの筆算の仕方について理解している 本単元は

その内容に続く単元である。

乗法の筆算でもとになるのは，縦に位をそろえて書くこと，乗数を位ごとに分けて下の位か

ら順次被乗数にかけて計算し，後で足せば答えが求められることである。乗数が２けたの筆算

ができるためには，つぎの考え方が身に付いていることが必要である。

「１けたをかけるかけ算の筆算 ・・・被乗数を位ごとにかけて後で足すこと。」

「１万をこえる数 ・・・１０倍すると位が１つ上がるということ。」

「べつべつにいっしょに 「計算のきまり ・・・分配法則 ○×３４＝○×３０＋○×４」 」

「何十をかけるかけ算 ・・・○×３０＝（○×３）×１０」

筆算は，一度手順を習得すれば，どんなにけた数が多くなっても，機械的に（１位数×１位

数）の計算を繰り返していけばアルゴリズムによって，答えを求めることができるという利点

がある。電卓が普及している今，大きなけた数のかけ算の筆算を必要とすることは少ないが，

基本となるアルゴリズムが含まれる（２位数×２位数）の筆算は習熟を図る必要があると考え

る。さらに，０が含まれる計算で簡単な計算方法を考えたり，発展させて乗数が３けたや４け

たになっても計算できることや，生活に生かす力をつけたりするのも大切であると考える。

（２）数学的な考え方を育てるための算数的な表現力

① 既習の事項とつないで自力解決の場面で児童が課題を解決するために用いる表現力

乗数が２位数の筆算学習に自然に取り組めるように，本単元に必要な考え方「１けたをか

けるかけ算 ・ １万をこえる数 ・ べつべつにいっしょに ・ 計算のきまり」を教室に掲」「 」「 」「

示しておく。児童は，ノートにはったみかんの図に書き込みをしながら､「２けたをかける

かけ算」は､かける数を位ごとに分けて計算したらよいことに気づいていく。

② 交流の場面でより簡潔・明瞭・的確な考えかたはどんな考えか検討するときに相手に伝える

ために用いる表現力

第１次の２３×３０を考えるとき，みかんの図に書き込みをしながら （２３×１０）×３，

よりも（２３×３）×１０の方が位が少ないときに九九を使うので，計算しやすいことに気づ

いていくときの話し合いで使った。

③ 交流した後，新たな課題に対しての適応や発展させていくときに用いる表現力

みかんの図を使って （１個の値段）×（個数）＝（代金）の式から，個数を３個の時，３，

０個の時，３４個の時と，広げていったので､乗数が何十から２位数になっても，乗数のそれ

ぞれの位の数をかけて加えれば答えは求めらると気づく。筆算の仕方についても教師が一方的

に教えるのではなく児童と共に部分積の書きかたや意味など話し合いながらまとめていった。

それらを使って，発展問題として乗数が３けたや４けたになっても解けそうだと気付く。その

， ，「 」「 」「 」「 」「 」際 説明に必要な語り初めの言葉 初めに 次に それから もし・・・なら 例えば

などを使えるように掲示しておき，授業でどんどん使っていくようにした。

第６次で乗数が３位数になっても，同じ手順でできることを確かめた。

２ 単元の目標

単 元 の 目 標

関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解

乗数が１位数の場 ２位数をかける筆算 乗数が２位数の場合 乗数が２位数の場合

合の計算をもとにし が，既習の計算（１位 の計算を筆算で確実に の計算の仕組みや筆算

て，乗数が２位数の 数をかけるかけ算と何 行うことができる。 の仕方について説明で



場合の計算の仕方を 十をかけるかけ算）に きる。

考えようとする。 もとづくこと，またそ

れが分配法則によって

いることに気づく。

評 価 規 準

（ （ （ ） （ ）Ｂ： ２位数×２位 Ｂ： ２位数×２位数） Ｂ： ２位数×２位数 Ｂ： ２位数×２位数

数）の計算の仕方を の計算の仕方や筆算の の計算を筆算で求める の計算の仕方や筆算の

既習の（２・３位数 仕方を基本的な計算を ことができる。 仕方を理解している。

×１位数）の計算と もとにして考えること

関連づけて考えよう ができる。

としている。

Ａ：乗数が２位数以 Ａ： ２位数×２位数） Ａ： ２位数×２位数 Ａ：いろいろな（２位（ （ ）

上の計算の仕方を既 の計算の仕方や筆算の の計算を確実に筆算で 数×２位数）の筆算の

習の（２・３位数× 仕方を分配法則の考え 求めることができる。 仕組みを分配法則をも

１位数）の計算の仕 をもとにして考えるこ とにしていることを理

方や分配法則を活用 とができる。 解している。

して考えようとして

いる。

評価規準Ｂに到達しない児童への手だて

かけ算名人になろう 乗数を位ごとに色分け 九九が正確にできてい 九九の表を用意した

のスモールステップ して別々に計算して後 るか，繰り上がりの計 り，今までの学習の流

のプリントをして， で足す計算と，筆算の 算は正確か，部分積の れを掲示したのを見せ

できたらシールが集 手順と比べて，その合 書く位置は正しいか， たりして，理解の助け

まる台紙を使い，意 理的なやり方に気づく 答えが見積もりどおり をする。

欲を高める。 ように個別に関わる。 のけた数になっている

か確かめさせる。

３ 単元構成（全６時間） 学習形態ＴＴ 本時２／６

時間 ◎ねらい ○主な学習活動 具体的な評価の観点

◎ 既習事項の確認と乗数が１位数の 考 乗数が１位数の筆算が正しく出来て，筆算のやチャレンジ

のかけ算の筆算の定着度をみる。 り方を説明できる。タイム

○ プレテストをする。

１ ◎ （２位数）×（何十）の計算の仕方 考 ２３×３０の計算の仕方を考えることができ

を理解する。 る。

○ １個２３円のみかんを３０個買う

ときの代金を求める式をかき，計算

の仕方を考える。

２ ◎ 部分積が２桁の（２位数）×（２ 考 既習内容を生かして２３×３４の計算の仕方を

本時 位数）の筆算の仕方を理解する。 考えることができる。

○ ２３×３４の計算の仕方や筆算の 表 （２位数）×（２位数）の筆算の仕方を考える

仕方を考える。 ことができる。

３ ◎ 部分積が３桁の（２位数）×（２ 知 ５８×３４，２０×４８，５６×３０の筆算の

位数）の筆算の仕方を理解する。 仕方が分かる。

○ ５８×３４，２０×４８，５６× 表 部分積が３桁の（２位数）×（２位数）の筆算

３０の仕方を考える。 が正しくできる。

４ ◎ ０の積が含まれる計算をして，筆 考 筆算の簡単な仕方（０をかける計算を省く）を

算の仕方を考える。 ２位数のかけ算 考える。

でも交換法則が成り立つことを確か 関 簡単な筆算方法を活用して，正しく計算するこ

める。 とができる。

○ ６３×４０の簡単な計算の仕方を

考える。

５ 練習（筆算の間違い探し・筆算の適応題・計算練習）

６ たしかめ道場 ・かけ算のアスレチック・発展問題



４ 指導の実際

事前・第１次

学習活動 発問・資料 支援 反省 児童の反応

事前 ・２位数×１位数の計算をする。

○筆算のプレテスト ・２×３０の計算の仕方を考える問題と ・３０×２で答えは６０だ。

をする。 く。 ・２×３をして０をつけたらよ

（１万をこえる数）の掲示物を使用 い。

・３は３０の１０倍だから答え

も６の１０倍になる。

第１次 （前時）

１個２３円のみかんを□個買ったと

１ 本時の課題をつ の値段をもとめましょう。

かむ。 ・式ができるかな。 ・式は２３×３だ。

（１）みかんが３個 （１個のねだん）×（個数）＝（代金） 答え６９円だ。

のとき ・式を書いてみよう。 ・２３×３０だ。

（２）みかんが３０ ・今までの計算とちがいはどこ？ ・かける数が２けただ。

個のとき ・だいたいいくらぐらいになるかな。 ・１０００より安い。

・２３×３０の計算の仕方を今まで学習 ・２０×３０＝６００より高い

したことを使って考えよう。 ので７００円ぐらい。

２ 図を使って計算 ・図に書き込んで考えよう。

の仕方を考える。 （みかん３０個並べた図をノートに貼っ ・みかんを横に１０個の固まり

（１）自分で て使用） と見て

（１０ごとにくくることに慣れ

ているので１０ごとに○で囲む

。） 。・図に何も書き込めない児童には，みか 児童が数名

んの絵をいくつか裏返して２３の数字を

見せて２３×３０のイメージをつかみや

すいようにした。

・２３をお金やタイルに置き換えて，

２３×３０が本当に６９０であるか確か

めさせるとよかった。

・縦に３個の固まりと見て

（ ）２３×３を使おうとした児童

（２）友達と ・自分の考えを隣の友達に話してみよ

う。初めの言葉は 「まず」を使うと言，

いやすいよ。

（友達に順序よく説明するときに，使う

と便利な初めの言葉を掲示しておく ）。

（３）全体で ・ どちらのやりかたでももとめられる

ね。今まで学習したことが使えて，いつ

でも使えるのはどちらの考えかな。 ・２３×３＝６９を使う方。

（１０倍すると数字の並びはそのままで （半信半疑な様子）

位が１つ上がることを掲示物で振り返ら

せた ）。

３ ５８×３０の計 ・５８×３０＝（５８×３）×１０であ ・５８×３は筆算を使うんだ。

算をする。 ることを関係図にかいて確かめる。 ・

４ 練習問題をす

る。

５ まとめをする。 ・ノートに分かったことを書きましょ ・練習問題をするうちに，先に

う。 何倍かして後で１０倍するよさ



に気づいた。

第２次 本時

１ 本時の課題をつ ・今までみかんを使ってかけ算の勉強を

かむ。 してきましたね。 今日もみかんを使い

ます （学習問題をはる ）。 。

（１）見通しを持つ １こ２３円のみかんを３４こ買うと （全員で問題を読む ）。

円でしょう。

・式ができるかな。 ・２３×３４です。

・今日は２３×３４の計算をしましょ

う。だいたいいくらになりますか。 ・７００ぐらいです。

（みかんの絵の裏に２３をかいたのを絵 ・いっぱいです。

の上から貼って２３の３４倍を意識づけ

ようとした ）。

２ 積を見積もる ・どうして７００ぐらいだと思います ・２３×３０の時に６９０でそ（ ） 。

か。 れより４こ多いから。

・ノートを開けて式を書きましょう。 （ノートにあらかじめ貼ったＷ

Ｓに式を書く ）。

（３）自分の考えを ・ＷＳを使って計算してみましょう。今 （ＷＳに自分の考えを書く ）。

持つ。 まで勉強したことを振り返ってね。

・言葉や図も書いてね。

今まで学習したことを使おうと言った

らまた３個ずつ○で囲んだ児童がいた。

３４÷３で１１余り１

乗数を３０の固まりのまま考えさせる

には手だてが必要。

， 。（４）友達に自分の ・途中でもいいから隣の人に自分の考え ・分かるけど 話すのは難しい

考えを話す。 を話してみて。そのとき使う言葉は， まず３４を３個ずつに分けて

教室前面の掲示 ・・・・

・友達の話が分かったら，ノートに花○

をしてあげてね。

（Ｔ２が画用紙をＡさんに手渡し，自分

の考えを書かせる ）。

・みんなで一緒に考えていきましょう。

（５）計算の仕方を ・Ａさん前に出て。 ・ Ａさんが説明する ）（ 。

発表する。 ・ 」２３円のみかんが３「まず

つで６９円です。６９円の１組

になったみかんが１０組あるの

。「 」で６９０円になります 次に

２３円のみかんが４つで９２円

・この後どうする？ ・足して求めます。

・黒板に書いてみるよ。３４を３０と４

。 。に分けたね ３０こ分はすでに求めたね

どんな式だった？ ・２３×３０

・どうやって答えを求めた？ ・三二が６ ６０ 三三が９で

あわせて ６９ １０倍して

６９０

・４こ分はどうするの？ ・四二が８ ８０ 四三 １２

あわせて ９２

６９０ と ９２で７８２

答え ７８２円



２ ２３×３４の筆 ・ ２けたをかけるかけ算」のこつは何 （なんだろう ・・）「 。

算の仕方を考える でしょう。

（１）１とつないで ・３４はどうしたらいい？ ・３４を３０と４に分ける。

考える。 ・３４はかける数だったね。じゃあいっ

しょに，今日の を書くよ。鉛筆君のこつ

みんなもノートに書いてね。 （ノートに書く ）。

２けたをかけるかけ算は，かける数を

分けて計算して，後でたせばよい。

・実は今日の勉強はここからが勝負で

す。今までも分けて計算したことはない

ですか。位ごとに分けて後で足す計算。 （え？困る ）。

・もしこのみかんがもっと増えたらどう

しますか。もっと早く計算する方法を考

えたいね。 （なんだ ）という顔。。

・それがかけ算の筆算を使うことです。

（２）筆算の仕方を ２３×３４の筆算の仕方を考えよう。

知る。 ・一緒に考えていくよ。 （難しそう ）。

・筆算の形に書ける？ ・うん。

・筆算のポイントがあったね。 ・位をそろえて書く。

・どの位から計算しますか。 ・一の位から。

・まず，４こ分 ２３× ４＝ ９２ （いっしょに唱える ）。

３０こ分 ２３×３０＝６９０

・筆算は２３×４を先に計算するけど， ・黒板の２３×３４の計算の仕

計算する順番は違っても，かける数を位 方と筆算の仕方を見比べる。

ごとに分けて計算して後で加えるという

考え方はいっしょだね。 （うん ）。

（２けたをかけるかけ算の考え方と筆算

の仕方をつなぐ ）。

・実際に簡単に筆算で計算する方法を教 （３を隠したら，１位数をかけ

えるよ ややこしいから をかくすよ る計算と同じだ ）。 ， 。 。３

四三 １２ １繰り上がる （教師といっしょに言う ）。

。四二が８ 繰り上がった１とで ９

・ 次に をかくすよ。４

三三が９ 三二が６

右に書くと６９になるから，ここに

書くよ。あっと言う間でしょう。 （うん。だけど速すぎて何とな

く分かったようなわからないよ

（三三が９の９を書く場所の確認をす うな・・・・ ）。

る ）。

・ＷＳにいっしょに書きましょう。 （書いたらはっきりするよ ）。

（ｗＳに書くことによって，筆算の唱え

方を確認する。

（３）隣どおし唱え 「まず」２３×４だけど唱えるときは

合う。 「四三１２」って言ってね。次は

「最後は」

・書けた人から，鉛筆を置いて友達と筆 ・ノートを見ながら，唱え方を

算の仕方を練習してみましょう。よく分 練習する。

かったら花○をあげてね。

３ 練習問題をする ・ＷＳを用意。

（１）２１×３２ ・一緒に九九を唱えながら，筆算の部分 ・式を読む。

の筆算をする。 積を書く場所を確認をする。 ２１に２をかける。



２１ ２１×３＝６３の３は，ど 二一が２ 二二が４

×３２ こに書きますか。 ２１に３をかける。

４２ 三一が３ 三二が６

一の位じゃないの？ ・４の下。

・３２の３だから本当は３０。

６３は，６３０だから。十の位

の下に書きます。

・最後はどうするの？ ・足します。たして６７２。

（２）コース別練習 ・先生とゆっくり計算したい人はヒント ・前の３列は，ゆっくり計算し

問題をする。 つきのＷＳがあります。できた人はチャ たいと考えている児童なのでＴ

レンジ問題をしてね。 １へ行き，ヒント付きの練習問

・チャレンジ問題を３種類用意。 題をする。後の３列はどんどん

計算したいと考えている児童な

コース別学習しやすい座席の工夫 ので，Ｔ２へ行く。

・前もって計算の速度について希望を

聞いて座席を決めておいた。

４ 本時の学習を振 ・勉強して分かったことをノートに書き ・かけ算の筆算は「こつ」が分

り返る。 ましょう。 かれば簡単だと分かりました。

・かけ算の筆算のこつは何でしょう。 ・隠して計算します。

・２けたをかけるかけ算も位ごとに計算 ・分けて計算します。

すると１けたのかけ算と同じだというこ

とですね。

５ 実践を通して

（１）成果

① 単元の組み替えによる成果

・ 本単元「２けたをかける筆算」は１月教材であるが，１０月の教材の「１けたをかけるか

け算」や１１月教材「１万をこえる数 「計算のじゅんじょ 「計算のきまり」などと続け」 」

て１２月に学習したので，児童の意識がつながりやすかったと思う。問題を解くとき，今ま

で学習したことが使えないか，考えるようになってきた。ただ，計算ができるだけでなく，

筆算のしくみや便利さが単元を通して理解できたと思う。また，２位数をかけるかけ算を練

習する期間が長くなり，計算が苦手な児童にとっても正確に計算できるための時間が十分と

れた。

② ステップを考えた補充問題の成果

・ 「かけ算名人になろう」とめあてをたてて朝のチャレンジタイムを使って，ステップを考

えた補充問題を練習していったので無理なく復習ができたし，意欲をもって計算練習に取り

組めた。

（２）課題

・ ２３×３４の答えの量感がとらえにくい児童のために，具体物（例お金）を用意しておくこと

も考えられる。乗数の分解に気づきやすいように，みかんの図を使った後で，お金を使って確か

めるとよかった。

・ 数学的な考え方を育てるための算数的表現力を高めるためには，一人一人がどう考えるか，自

分の考えを持つことが大切であると思う。そのために一人一人が自分の考えをしっかりもてるよ

うな場の工夫がいる。本時でも考える時間を取ったが，思った以上に３４を３０と４には，分解

せずに３×１１＋１にした児童がめだった。

・ 筆算はできるが，考え方の説明はできないという児童については，計算の考え方にいつも戻れ

るようにしておきたい。繰り返すことによって表現力や思考力が身に付いてくると思う。教室掲

示等活用して教師が支援を続けていき，時間がかかっても何人かずつでも発表をしていく必要が

あると思う。考えを広めるという意味で，隣同士だけでなく４人組ぐらいで話し合いをすれば，

よかった。
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１ 提案の主張点 

・ 既習の計算の仕方をもとに２けたの計算方法を考

え出す学習を通して，問題解決の過程に関わる「数

学的な考え方」を身につけさせた。 

・ 数だけを扱うのではなく，みかんの図に書き込み

ながら計算の仕組みを考えさせる算数的活動を大切

にした。 

・ 暗算の計算の仕方をもとに，筆算の仕方を子ども

と先生が一緒に作っていく。 

・ 「まずどうするの？それから？」と促し表現力を

育てたり，「まず」「次に」等順序を表す言葉を使っ

て筆算の仕方を身につけさせたりする。 

・ 補充問題ワークシートを活用し，ゲーム感覚で楽

しみながら正確に計算できるように意欲化を図った。 

・ 単元を組み替え，計算領域を連続して学習した。 

・  

２ 提案に対する意見 

＜質問＞ 

Ｑ「かけ算クエスト」の効果は？ 

Ａ 12 月～３月で全員合格。学習状況調査では６／34

人誤答。しかし手順は全員できていた。 

Ｑ ふだんの授業でもタイルを使っているの？ 

Ａ 使っていない。本時は 10 と 10 で 100 がお金より

イメージしやすいので使った。 

Ｑ 「べつべつに いっしょに」の分配法則の習熟は

どうだったのか。 

Ａ 分配法則が分かっていないわけではない。子ども

は２３×３０の結果より過程を大切にし，前時３ず

つ分けたイメージが強く残っていた。 

＜意見＞ 

・子どもたちは３ずつに分けたが，２３×３０と２３

×４を足したいと気づいていた。時間の制約があっ

た。 

・語り初めの言葉を使える子どもと語り初めの言葉で

促す先生で筆算を作っていった。友達同士で説明し

ノートに表現できるのは今までの積み重ねがあった

から。 

先生が「今日使える既習事項は何かな」と問えば２

３×３０を使ってさっと次にいけたのではないか。 

・２３×３０の暗算をするから混乱する。筆算のとき

は「かける１位数が２位数になったらどうすればい

いの？」と問えばいい。 

・啓林の図は筆算に不適当。タイルを使った筆算指導

が効果的。分配法則や暗算は筆算の後でよい。 

十進位取り記数法を大切に指導しているから，本時

10 のまとまりを大切にしたと思う。 

暗算は必要ないという意見に反対。技能だけを育て

るのでなく，思考表現力をつけさせるための活動だ。 

暗算による混乱は周知のこと。２３×１０で位が上

がることを論理でやるのでなく，何度も操作すること

でつかませる。数学的思考力は操作に支えられている。 

子どもたちは混乱もありながら，２３×３０と２３

×４を足せばできることが分かっていた。 

 

３ 御指導 

①既習をもとに算数を創る授業。補充学習で既習事項

を確実に獲得していたので必要感を感じて意欲的に

取り組めた。かけ算の意味や立式も含めると良い。 

②表現力を育てるためにいろいろな場の設定をしてい

た。自力解決に向かう表現力にするために２３×３

４をタイル図で資料化するのは有効。×３０の既習

につまずきがあったので，どこが既習かをはっきり

させ「正しい簡単いつでも使える」で話し合わせる。 

③練習の工夫。誤答提示しまちがいさがしゲーム。部

分積をずらす意味が分からない子には，×203 では

３桁目は２つずらすことから×23 は１つずらすを

理解させる手も。 

①テーマについて。高松市の「表現力」を切り口に教

材の組み方を大事にしている。ただ，学習問題が子

どものものになっているだろうか。 

②表現力の分析を。具体的な子どもの姿を示し，検証

することで研究が深まる。 

③３４を３×１１と考える子の存在。前時の１０のか

たまりを使わなかったことの分析をする。 

④ノート指導を重要な手だてとしてまねしよう。 

⑤話形指導。論理的に考える助けになっているので，

意識化して使ってほしい。 

 


